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1.序	 

	 2011年 3月 11日に発生した東日本大震災は、東日本

の太平洋沖沿岸に住む人々に莫大な被害を与え、全国

で 919地区 53537戸の仮設住宅が建設され、その中で

も岩手県だけで 319地区 13984戸もの仮設住宅が建設

された 1)。仮設住宅は新しい生活を始めるまでの単なる

仮設の家ではなく、被災者が今後の新しい生活環境へ

と進むために重要な場であり、一般に 2〜3年の入居で

はあるが居住環境を軽視することはできないと考える。

東日本大震災は主に山林が面積を占める地域に起きた

地震であり、各町は山林に隔てられ平地の面積の割合

が少ないことから、仮設住宅の用地確保が難航した。

そのことにより、まとまった場所に仮設住宅を建設す

ることが出来ず、多様な場所に建設された。結果、周

辺環境も仮設住宅ごとに大きく差が生じ、仮設住宅が

建設されても入居者が決まらない空き家問題が発生し

た。入居してからも不便な生活を強いられている入居

者は多く、不満の意見が多いことが既存のアンケート

から見て取れる。	 

	 そこで本研究では、東日本大震災における岩手県の

宮古市と山田町、陸前高田市に建設された仮設住宅 157

団地を対象とし、仮設住宅の生活基盤要素や自然要素、

周辺の構成要素を抽出し分析することで、各仮設住宅

の周辺環境を含む立地構成のパタンを明らかにし、次

の災害時における仮設住宅の建設用地選定時の有効な

知見となることを目的とする。	 

2.仮設住宅と生活基盤要素間の距離の関係	 

	 仮設住宅と生活基盤要素間の距離は仮設住宅で生活

するうえで居住者に大きく影響を与えると考えられる。	 	 	 	 

東日本大震災後に仮設住宅住民に対して行われたアン

ケートも参考に、本研究では病院とスーパーを生活基

盤要素と定義し、Googleマップのルート検索機能を使い

分析対象157団地の各仮設住宅から一番近い病院とス	 

	 

	 

ーパーの距離を算出した。1000m未満をa、1000〜5000	 

m未満をb、5000m以上をcと表し、仮設住宅と生活基盤

要素間の距離の関係性をみた。157団地の距離を算出し

た結果、ア〜ケのパタンを見出した(表1)。距離がア〜

ケとバラつきがあることから、仮設住宅ごとに差があ

ることが見て取れる。病院、スーパー共に1000〜5000m

圏内に立地しているオが約3割で最も多くみられた

(48/157団地)。また、病院、スーパー共に500m圏内で

立地しているアも11団地あり、利便性が良い場所に建

てられた仮設住宅もあるということを把握した。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

3.津波浸水域と自然要素割合による分析	 

	 仮設住宅建設地と津波浸水域の関係と仮設住宅周辺

の自然要素の割合を分析することで、仮設住宅の立地

場所の特徴を把握する。	 

	 各仮設住宅の立地場所が津波浸水域か浸水域外か調

べ市町村ごとにまとめた(表 2)。150団地が津波浸水域

外に建設されており、建設用地選定時に浸水域外が中

心的に選定されていることが見て取れる。浸水域外に

建設されている仮設住宅でも、浸水域内との境界に建

設されている仮設住宅が多いことも把握した。その中

でも 7 地区は浸水域内に建設されており、建設用地確

保が難しかったことが考えられる。	 

	 次に自然要素の割合とは、各仮設住宅を中心として

半径 500mの範囲を円で囲み、その範囲にある自然要	 

	 

	 

表 1	 仮設住宅と生活基盤要素間の距離	 表 1	 仮設住宅と生活基盤要素間の距離	 

表 1	 仮設住宅と生活基盤要素間の距離	 
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の面積割合のことである。自然要素の割合を 20%未満

の場合●、20〜50%未満の場合○、50〜80%未満の場合

◆、80〜100%の場合◇と表し、結果を市町村ごとにま

とめた(表 3)。	 

	 

	 

	 

	 

4.仮設住宅の周辺構成	 	 

	 対象の 157団地を中心に半径 500mの範囲にある周辺

構成要素(表 4)を抽出し分析をした結果、(1)〜(7)の 7

パタンを見出した。(1)は病院とスーパーがどちらも

500m圏内にある仮設住宅で、(2)は病院が 500m圏内に

ある仮設住宅、(3)はスーパーが 500m 圏内にある仮設

住宅、(4)〜(7)は生活基盤要素はないが、自然要素や

学校、住宅などで周辺が構成されている仮設住宅とな

っている。なかでも(4)の山林と田畑、住宅で構成され

ている仮設住宅が 20団地と最も多くなった。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

5.結論	 

1)生活基盤要素までの距離から、周辺に生活基盤要素

を含む仮設住宅は少なく、生活するためには車の運転

や公共交通機関の利用が不可欠だという事を把握した。	 

2)津波浸水域と自然要素の割合から、東日本大震災に

おける仮設住宅建設地の特徴を明らかにした。	 

3)仮設住宅の周辺構成から、仮設住宅が市街地や校庭、

キャンプ場に建てられたものなど、多様な周辺環境を

明らかにした。	 

	 以上の分析から仮設住宅の立地構成における 5 つの

類型を見出した(図 1)。今後は、生活基盤要素との距離

も考慮した、インフラ整備がされている用地を事前に

把握・確保しておくことが重要だと考えられる。これ

から公園やキャンプ場を建設する場合は、災害時の仮

設住宅の建設用地も考慮し建設するべきだと考える。	 
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表 2	 立地場所と津波浸水域	 表 3 自然要素の割合結果	 

表 6 註)水色:仮設住宅	 オレンジ:学
校	 黄色:スーパー	 ピンク:病院	 紫:
住宅団地	 緑:大型施設	 

表 6	 仮設住宅の立地構成パタン	 

山林 田畑 海 河川 学校 駅
住宅 住宅団地 病院 スーパー 大型施設

表 4	 周辺構成要素	 

表 4 註)大型施設…老人ホーム,ホテル,キャンプ場を指す。	 

図 1	 類型別立地構成	 
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